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むかし、むかし、京のみやこの おはなしです。
ある さむらいが 主人の 言いつけで
夜の 見回りを していました。
このころ みやこには、追いはぎが たくさんいて
人々が おそわれることが、たびたび あったのです。
さむらいは、あたりに 気を くばりながら
ゆっくりと 馬を すすめて おりました。
ひとかげ ひとつ 見えません。
ぽくぽくと ひづめの音だけ ひびきます。
やがて、橋が みえてきました。

橋を わたっていると、たもとに ひとが 見えました。
どうやら 若い女のようです。
「こんな 夜更けに どうしたのだろう」
さむらいが 近づくと、
「もし。。もし、お願いが ございます」
と 女が 言いました。
「このさきまで、お送りくださりませ」

女は つれのものと はぐれて ひとりでは
帰れなくなった というのです。
「それは、お困りであろう。」
さむらいは、馬のうしろに 女を のせてやります。
そうして、ゆっくり 馬を 進めていきました。
ぽくぽくと ひづめの音だけ ひびきます。

「おやしきは どのあたりかな」
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